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教育委員会議事録  

日 時 令和７年２月５日（水）午後２時 0 0 分～午後３時 1 6 分  

場 所 教育委員会室 
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 庶 務 課 長 
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 学 務 課 長 森  令 子 
 特別支援教育課長 
就 学 前 教 育 
支援センター所長 

河 合  義 人 

 学校支援課長 中 曽 根  聡 
 

学校整備課長 安 川  卓 弘 

 学校整備担当課長 鈴 木  伸 建  生涯学習推進課長 本 橋  宏 己 

 
済美教育センター 
所 長 

古 林  香 苗  
済美教育センター 
統括指導主事 

加 藤  則 之 

 
済美教育センター 
統括指導主事 

清 水  里 恵  
済美教育センター 
教育相談担当課長 半 野 田  聡 

 中央図書館長 出 保  裕 次    

事 務 局 職 員 庶 務 係 長 池 田  佳 世  担 当 書 記 松尾 菜美子 

傍 聴 者 ０名   
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会議に付した事件  

 

（議案） 

  議案第 1 1 号  杉並区幼稚園教育職員の任免について  

  議案第 1 2 号  令和７年度杉並区立小中学校の学級編制方針について  

 

（報告事項） 

  （１）移動教室に係る保護者負担の軽減について  

  （２）令和６年度体力等調査の結果について  

  （３）杉並区教育委員会と高千穂大学との教育インターンシップに関

わる協定締結について  

  （ ４ ） 校 内 別 室 指 導 支 援 員 配 置 事 業 及 び 高 井 戸 チ ャ レ ン ジ ク ラ ス

( T C C )の実施状況について  

  （５）中央図書館サービス業務受託者候補者の選定結果について  

  （６）杉並区特別支援教育推進計画の改定（案）について  
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教育長  定刻になりましたので、ただいまから令和７年第 ３回杉並区教

育委員会定例会を開催いたします。  

  本日の会議について事務局より説明をお願いいたします。  

庶務課長  本日の議事録の署名委員につきましては、教育長より事前に

大川委員とのご指名がございましたので、よろしくお願いいたします。  

  本日の議事日程についてでございますが、議案２件、報告事項６件を

予定しております。以上でございます。  

教育長 それでは、本日の議事に入りますが、議案第 1 1 号につきまして

は、人事に関する案件となっております。したがいまして議案第 1 1 号

につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 1 4 条第

７項の規定 により非公開としたいと思いますが、異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長  では、異議がございませんので、そのようにいたします。  

  それでは、まず他の議案の審議を行いますので、事務局から説明をお

願いします。 

庶務課長 それでは、日程第２、議案第 1 2 号「令和７年度杉並区立小中

学校の学級編制方針について 」を上程いたします。 学務課長からご説

明申し上げます。  

学務課長  では、議案第 1 2 号の「令和７年度杉並区立小中学校の学級編

制方針について」でございます。  

  杉並区立小中学校の学級編制につきましては、公立義務教育諸学校の

学級編制及び教職員定数の 標準に関する法律に基づきまして、東京都

教育委員会が定め た基準を標準にして、杉並区教育委員会が行うこと

としております。  

  東京都の学級編制の基準につきましては、現在、小学校では１学年か

ら６学年まで、１学級 3 5 人、６学年は１学級 4 0 人が基本でございま

すが、来年、令和７年度におきましては、小学校全学年におきまして

3 5 人の学級編制が基準となる見込みでございます。  

  中学校におきましては、１学年から３学年まで、１学級 4 0 人での編

制が基本となってございます。  

  杉並区の７年度の学級編制につきましては、まず小学校につきまして

は、東京都の標準と同様に、１学年から６学年まで１学級 3 5 人の学級

編制といたします。ただし、学校運営上支障がある場合は、 3 5 人の学
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級編制によらず編制を行ってまいります。  

  中学校につきましては、東京都の基準と同様、１学級 4 0 人の学級編

制としますが、第１学年につきましては、１学級の平均生徒数が 3 5 人

を超える場合は、１学級の生徒数の上限 3 5 人としての学級編制ができ

ることといたします。  

  最後に、実施時期につきましては、令和７年４月１日でございます。  

  議案の朗読は省略させていただきます。私からの説明は以上でござい

ます。 

庶務課長  ただいまの説明 内容につきまして、何かご意見、ご質問など

ありましたらお願いいたします。いかがでしょうか。よろしいでしょ

うか。 

  それでは、ないようでございます。教育 長、議案の採決をお願いい

たします。 

教育長 採決を行います。議案第 1 2 号につきましては、原案のとおり可

決して異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長 異議がございませんので、議案第 1 2 号につきましては、原案の

とおり可決といたします。  

続きまして、報告事項の聴取を行います。事務局より説明をお願いい

たします。 

庶務課長  それでは、報告事項の１番「 移動教室に係る保護者負担の軽

減」につきまして、学務課長からご説明申し上げます。  

学務課長  「移動教室に係る保護者負担の軽減について」でございます。  

これまで、小学校５年生、６年生、それから中学校１年生のフレンド

シップスクールと中学２年生の移動教室におきまして、提供する食事１

食 5 0 0 円の賄い費相当分を保護者から徴収していたところでございま

すが、学校給食の無償化を踏まえまして、７年度からこれを廃止し、保

護者負担の軽減を図りたいと考えてございます。  

また、区では、これまで宿泊費、移動バス代などについては公費負担

を行っており、これを継続しますので、今後の保護者負担はおやつ代で

あるとか、スキーウエアのレンタル代など限られたものとなる予定でご

ざいます。 

これに伴い まして、これまで学校で は途中参加とか途中帰宅する児
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童・生徒がいるものですから、一人ひとりの喫食数の管理、それから喫

食数に応じた請求等、業務が煩雑でございましたが、それがなくなりま

すので、学校事務の負担軽減にもつながるかと存じます。  

これまで保護者から徴収していた負担金を徴収しなくなりますので、

区の歳入の減は約 3 , 1 0 0 万円を見込んでいるところでございます。  

説明は以上です。  

庶務課長  ただいまのこの説明内容につきまして、何かご意見、ご質問

ございましたらお願いをいたします。  

前田委員  ちょっとこちらと直接関係あるか分からない のですけれども、

中学３年生の修学旅行に関しては 、同じように食費に対する手当とい

うのはあるのかないのか、教えてください。  

学務課長  現在におきましては、中学校３年生の修学旅行について公費

負担はございません。保護者負担という形になってございます。  

前田委員  ありがとうございます。ちなみにそこが外されてこの４つに

なった背景は何かあるのでしょうか。  

学務課長  今回については、区が徴収してきた賄い費相当分を廃止とい

う形でございますので、現在賄い費相当分を保護者から徴収していた

のが、この４つの移動教室になりますので、そういったことで 今回は

この４つの移動教室の賄い費廃止という形で考えてございます。  

前田委員  ありがとうございます。賄い費という項目だとこの４つが該

当するということですね。分かりました。ありがとうございます。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

それでは、特にないようでございますので、報告事項の１番について

の質疑は終了いたします。  

続きまして、報告事項２番「令和６年度体力等調査の結果について」、

済美教育センター統括指導主事からご説明申し上げます。  

統括指導主事（清水）  私 か ら は 、 令 和 ６ 年 度 に 実 施 さ れ た 東 京 都 児

童・生徒 体力・運動・能力、生活・運動習慣等調査について、杉並区

立小中学校の結果をご報告いたします。  

本調査は、令和６年５月から７月に全児童・生徒を対象に体力と運動

能力に関する調査及び生活・運動習慣等に関する質問調査を実施いたし

ました。 

結果概要でございます。２番をご覧ください。  
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体力合計点平均値を東京都と比較すると、杉並区は若干下回っており

ます。 

裏面をご覧ください。（２）です。最近の小学校第６学年及び中学校

第３学年の体力合計点の推移を見ますと、コロナ禍以前の令和元年度と

比較すると、中学３年生男子はさほど変わりありませんが、女子は低く

なっております。  

（３）「質問調査の結果」からは、「体育・保健体育の授業は楽しい」

と答えた児童・生徒が増加しております。「運動やスポーツをすること

は好き」と答えた男子は増加、小学６年女子は横ばい、中学３年女子は

減少しております。「運動やスポーツをほとんど毎日（週に３日以上）

している」と答えた小学６年生は、男女とも増加しているものの、小学

６年女子はもともとの数値が低く、中学３年生は減少しております。令

和４年度から設定された質問である「運動やスポーツは大切」と答えた

男子は約８割、女子は約７割と高い数値となっております。  

３、結果を踏まえた課題でございます。  

新型コロナウイルス感染症の影響による行動制限が緩和されたことで、

若干の回復は 見られるものの以前の水準までは戻っていないため 、児

童・生徒の更なる運動習慣の改善、体力向上へとつなげていくこと、質

問調査における「授業は楽しい」、「運動やスポーツをすることは好き」

及び「運動やスポーツは大切」の割合からすると、実際に運動している

児童・生徒の割合が伴っていないことが課題です。  

今後の取組でございます。児童・生徒自身が運動やスポーツを行うこ

とは、楽しさや喜びを味わうことに加え、体力の向上へとつながること

を実感できるような授業づくりを計画し、学校と家庭、地域が一体とな

って、児童・生徒の良好な運動習慣の形成に努めていく必要があります。  

教育委員会といたしましては、各学校を訪問して、体育授業や日常の

取組の改善を支援するなど、研修を充実してまいります。体力向上を研

究課題として、令和７年度に教育課題指定研究校を指定する予定です。

指定した学校においては、運動領域と保健領域との一層の関連を図った

授業等の研究を進め、児童・生徒が運動と健康との関係性を深く理解し、

実生活に生かす等の取組過程や成果を区立学校に広めてまいります。  

さらに、様々な専門職、関係機関、関係所管課と連携し、運動の楽し

さや技術などを学ぶ体力づくり教室の実施を継続します。また、各校の
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課題やニーズに応じて、様々な専門職等を招へいするなど、体力向上を

目指した授業ができるように支援してまいります。  

私からは以上でございます。  

庶務課長  ただいまの内容につきまして、何かご意見、ご質問ございま

したらお願いいたします。  

大川委員  これを見てみると、女子 の方がここのところ、特に中３女子

などは運動をあまりしていないというような傾向が見られると思う の

ですけれども、合計点で見ると 、女子の方が上という感じ のような の

ですね。このあたりの女子 の方が点数が取れていて、むしろ男子を上

回っているというのは、どういった 理由とかが想定されるのかという

ことと、あと、ちょっと形式的なところで 、調査結果の概要の（１）

と（２）を見ると、令和６年度の数値だけで、ちょっとどの数値が対

応しているのかが 分からないので、ここを教えてください。中学３年

生男女という表を見ると、「女 4 9 . 7 」とあるのですけれども、上の１

ページ目の女子、 4 8 . 6 になっていて、どの数字かしらと思いました。

確認をお願いします。  

統括指導主事（清水）  まず、１点目の男女で体力合計点が違うといい

ますのは、種目によって換算方法が違っておりまして、 単純に男子と

女子の比較はできないような得点の集計の仕方となっております。  

それから、中学３年生の女子の 4 8 . 6、表面は 4 8 . 6％が 4 9 . 7 にな

っているというのは、すみません、ちょっと今すぐにお答えできないの

で、また調べたいと思います。  

大川委員  ありがとうございます。要するに女子 の方が杉並区ではすご

く運動が得意というわけではない。  

統括指導主事（清水）  はい、そうです。  

大川委員  分かりました。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

伊井委員  数字のことは細かいことはちょっと 置いておいて、全体的な

様子を見た感じで、日常的に運動している姿を見かけなくなっている

なというのは 、ちょっといろいろ思うところが正直言ってあります。

だけど、学校での体育は本当に楽しそうにやっているなというのがあ

りますので、今の子どもたちの１日の過ごし方、その 中で どのように

日常的に運動、体を動かす、何かスポーツをやるとかそういうこと で
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はなくて、単純に公園で遊ぶとか、校庭で遊ぶとか、体を本当に動か

すということの日常の習慣づけを やはりどこがど のように考えていく

のか。 

ご家庭によってはいろいろな公園で本当によくサッカーをする姿とか、

学校開放、校庭開放にいらっしゃるお姿とかもお見受けするので、もち

ろん先ほどおっしゃった研究指定校を決めてやられるのもとてもいいこ

とだと思いますし、それを共有することもすごく大切なことだと思うの

ですけれども、例えば、私も桃井第一小学校がずっと長い間研究授業だ

けではなくて、校内の研究でずっと継続的にやっているのを拝見したこ

とがありますけど、やはり学校の取組方としてそういった日々の積み重

ね、それから、年ごとの積み重ねというところを今後も大事に考えてい

ただいて、支援していっていただけたらいいなと思います。  

公園で集まって背中合わせにゲームをやっている姿も、一緒にやるこ

とはいいし、友だちと関わることはすごく大事だと思うのですが、どこ

かで思い切り体を動かしているとか、移動教室に行ったりするとやれる

ではないですか、子どもたちは。そんなことをちょっと前向きに考えて

いただけたらいいなと思います。よろしくお願いいたします。  

統括指導主事（清水）  今、伊井委員がおっしゃられたとおり、授業時

間内だけというわけではなく、日常的な取組ですとか、あと放課後の

取組ですとか、そういったこともやはり結果には関係していると捉え

られますので、いろいろなところと連携しながらやっていかなければ

いけないなと捉えております。  

伊井委員  お願いします。 保護者の方への啓発もすごく大事だと思いま

すので、それも併せてお願できたらと思います。よろしくお願いいた

します。 

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

前田委員  このアンケートの中で、「運動やスポーツをほとんど毎日（週

に３日以上）している 」というのは、学校以外の、例えば放課後とか

というのをイメージしているのかなと 思うのですけれども 、運動とか

スポーツをすることは大切 と思いながら、そういうことが今はしない

というか、できていないという現状は、子どもたちの中に何か課題感

があるのか、どうしてしない のだろうというのがすご く疑問に思うと

いうか。例えば、する場所がないじゃないかという意見もあるかもし
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れないなと思って、例えば校庭開放、夕方は今 、学童なんかが小学校

だと使ったりもしていますので、実際子どもたちが 遊ぶ、公園もそん

なに広い公園があるわけではない中で、なかなか運動したらいいよね

という啓発だけ では難しい部分もあるのかなというのも 、ちょっとこ

れを見ながら思っておりました。  

一方で、子どもたちは本当にさっきの移動教室の話がありましたけれ

ども、広いところに行くと走り出すのが子どもだったりもするので、場

所だけあればいいという話でもないというのがあるのかなと思っていま

す。なので、そういう仕掛けをする人であったりとか、何か取り持つよ

うな遊びのアドバイザーではないですけど、そういう方の存在とかも大

事なのかなと思いながら、こちらを読んでおりました。  

杉並区の学校だけで何かできるわけではないと思うのですけれども、

ちょっと地域とつながりながら、若者と一緒に遊んだりですとか、そう

いう機会なんかも検討いただけるといいかなと思いました。  

統括指導主事（清水）  先ほどと同じように、やはり学校にいる時間だ

けというのは難しい面もございますので、連携しながら何か取り組ん

でいかなければいけないかなと、我々も捉えております。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

済美教育センター所長  「運動やスポーツをほとんど毎日（週に３日以

上）している」というところは、いろいろな 見方を私たちもしていま

して、前田委員がおっしゃったような遊ぶ場所がないということ が一

つあると思いますが、それ以外に、自分が 教員をしていた 時の経験か

らして、子どもたちに遊ぶ時間がないということもあったかと思いま

す。低学年の子たちでも 、「僕は水曜日と土曜日なら遊べる 」みたい

な感じで、生活がとにかくいろいろなことで予定が詰まっていて、そ

もそも遊ぶ時間が 週に３日以上取れる子がどれだけいるかということ

も前提としてあるかなと思います。  

一番いいのは、本当に子どもたちが自由に自分たち同士で伸び伸び遊

べるような時間や場所が保証されているのがいいとは思いますけれども、

なかなか世の中が変わってきて、安全性のことであったり、様々な要素

で、子どもだけで自由に広々遊べる場所というのが少なくなってきてい

ますので、子どもたちが、本当に大人が見守ってくれている中で遊ぶこ

とを楽しいと感じてくれるかどうかというのはありますけど、そういう
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ことも含めて杉並としてどんなことができるのかなというのはいろいろ

研究したいと思います。以上です。  

對馬委員  ありがとうございます。今、所長がいろいろお話 ししてくだ

さったのですけれども、 一つには時間がないということも あると思う

のですが、この「運動やスポーツをほとんど毎日していますか」とい

う設問だと、 もしかしたら子どもたちは公園で走り回るってこれに当

たるのかなと思っている部分も あるのかなという気もしまして、要す

るにサッカーを習っている、水泳を習っていると かではない子たちが

ここにイエスと答えているのかどうかなということもちょっと思いま

す。でも、半分近く、３分の１から半分ぐらいの子がほとんど毎日運

動しているというのは、私は結構大きな数字な のではないかなと、そ

んなに動いている子は多いのかな。  

要するに、体を動かすことは、もちろん健康を維持する上でもとても

大事だと思うのですけれども、何でもかんでも好きになるのも難しいと

思うので、やはり苦手だなという子も、「体育、楽しいと思えないな」

という子がある程度の数いても、それは仕方がないのかなという感じも

しますので、数字的には上がってきているということ。  

ただ、一つ、「運動やスポーツをほとんど毎日している」の中学生 の

ポイントがちょっとですが下がっているというのは、これはやはり運動

できる部活とかの数が例えば少ないであるとか、自分のやりたい種目が

ないであるとか、そういったことにももしかしたら関係してきているの

かなという気もしますので、これは本当にいろいろなところと連携をし

ながらになると思うのですね。 

先ほど伊井委員からおっしゃったように、やはり保護者の方も小さい

時から外で遊ぶということがどういうことなのかとか、結構今の小学校

１年生はコロナ禍で幼稚園時代を過ごしているので、公園で遊ぶとか、

お友だちの家に遊びに行くということを親子であまりしていないですよ

ね。既にしていないので、見ていても、だから、幼稚園から帰ってきた

らお家にいる、そのまま学校から帰ってきたらお家にいるという子が多

いなと思うので、その辺のところも含めて。  

あとは、小さい子たちが自分たちでルールを決めて遊ぶという、私た

ちとかここにいる人たちが、多くの人たちが小さい頃やったような経験

をあまりしていない。先生とかリーダーとかコーチとかがいないと遊ん
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だり、ゲームみたいなことができないという話もよく聞きますので、そ

こをどうするかに大人が介入するというのも変な話かもしれませんけれ

ども、やはり自然の中で遊ぶ経験をいっぱい積んだ中で、「ルールって

あるよね」とか、「こういう新しいゲームあるよ」ということができて

くると本当はいいのだろうなと思います。児童館とかも含めて、いろい

ろなところと連携しながら、子どもたちが楽しみながら体を動かすこと

ができたらいいなと思っています。以上です。  

統括指導主事（清水）  今、委員がおっしゃってくださったように、確

かに質問調査なので、運動やスポーツを子どもたちがどの程度と捉え

ているかというその差もあるなと感じました。それに関連して遊び方、

体の動かし方というのも変わってきている ので、そういったことも考

えながら進めていかなければなと感じたところです。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

それでは、この報告事項２番についての質疑は終了いたします。  

続きまして、報告事項の３番「教育委員会と高千穂大学との教育イン

ターンシップに関わる協定締結について」、センター統括指導主事から

ご説明申し上げます。  

統括指導主事（加藤）  私から「杉並区教育委員会と高千穂大学との教

育インターンシップに関わる協定締結について」、ご報告いたします。  

区内にあります高千穂大学との教育インターンシップに関わる協定締

結になります。  

資料２番の「対象」をご覧ください。高千穂大学で教職課程を置く学

部が３学部ございまして、ここの２年次以上の学生が対象となって、区

内の小中学校の方に受入れの調査を行った上で、入っていくという形と

なります。 

「協定の目的」は、記載のとおりそれぞれ大学側と教育委員会側とで

定めております。  

「実施する活動の概要」ですが、原則、インターンシップ生と受入校

との個別の調整にはなりますが、宿泊を伴う活動は行わない予定です。

例としましては、資料にありますように、授業見学や支援・補助、学校

業務への支援、学校行事への支援・参加、研修会への参加・学習等を想

定しております。  

大学の指導体制としましては、担当の教員、大学の先生がついて、教
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職インターンシップ担当の先生によって、年間を通じて継続的に指導を

行っていただきます。また、例年 1 2 月に大学で活動発表会を実施され

ているとのことですので、こちらのインターンシップの学生の報告会も

これと一緒に行う予定です。  

今後の流れです。２月、今月中に区立の小中学校に受入校の希望を確

認するとともに、議会で報告をいたします。大学が受入校と学生をマッ

チングしまして、４月に大学が受入校へ資料を郵送するとともに、その

受入校で面接日程を指定し、面接を実施し、５月中旬から教育インター

ンシップを開始する予定でございます。私からの報告は以上です。  

庶務課長  ただいまの説明につきまして、何かご意見、ご質問ありまし

たらお願いをいたします。  

對馬委員  これはインターンシップ をされる学生さんは、基本１年間と

いうことですか。  

統括指導主事（加藤）  對馬委員おっしゃるとおり、１年間 の契約とい

うとあれですけれども、 １年間の期間でその受入校と 進めていって 、

また次年度も引き続き継続したい 、また、こちらの取組は学生さんの

単位にもなりますので、次年度 も同様の形となった際には 、また大学

として希望を取って進めていく形になります。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

前田委員  以前、 明星大学が既にやっていらっしゃるということをお聞

きしたのですけれども、 実際、この明星大学の方たちが入って 現場と

してよかったこと、あと 課題に思っていることというのも多分これま

であったと思うのですが、そちらはどんな感じなのでしょうか。  

統括指導主事（加藤）  今年度受け入れている学校からは、おおむねと

いいますか、ほぼ好意的な 報告を受けています。やはり人手不足です

とか、何かという 時に子どもたちに寄り添ってくれたりですとか、そ

ういった動きを取ってくれるのに加えて、やはり 教職を希望している

学生さんが各学校に入ってくれて いるので、やはり前向きに動いてく

れて、中にはこの インターンシップ とは別 の曜日にボランティアとし

て行事に参加してくれたりですとか、様々な学校の 教育活動に協力し

てくれている 学生さんが結構多くいらっしゃるという話を受けていま

す。 

一方、やはり初めて学校の中に学生さんが入ってくるということもあ
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って、教職員は、手取り足取り最初は教えなければならない。そこにつ

いては大変な部分もあるなと感じていたそうですが、やはりそういう学

校についても一緒にやっていく中で、その学生さんの成長が１年間の中

で見られたりして、とてもいい取組だというお話は頂いています。 

前田委員  ありがとうございます。多分受入側もそうやって教えること

で、自分が学ぶということもあるかと思うので、大変さはあると思う

のですが好意的だということで安心しました。  

  ちなみに週に何回ぐらいいらっしゃっているのですかね。どういう勤

務というか、どういう感じなのかというのは。 

統括指導主事（加藤）  今年度実施しています明星大学さんの インター

ンシップ は、基本的には毎週木曜日になっています。ただ、先ほど申

し上げましたように、原則は受入校との調整になりますので 、こちら

の高千穂大学さん の方もやり取りの中で年間のスケジュールを 一番最

初に立てます ので、この期間だけ週何日 来てほしいですとか、そうい

ったところにも可能な限り柔軟に応じたいですと大学 の方 では言って

くださっていますけれども、学生さんも時間割がありますので、そう

した中でどれだけ 対応できるかというのは、調整の中で担当の先生 と

も一緒にやっていただく予定です。  

前田委員  ありがとうございます。イメージ湧きました。  

外部の方が入るということで、もちろん助かる部分もあるけれども、

また安心・安全な学校というのは、是非是非ここは必ず担保してほしい

ことで、本当にセキュリティ的な事故が起こってはいけないというのも

あると思うので、事前の確認事項も含めて、あと現場での指導も含めて、

是非教育委員会としてもバックアップをお願いしたいと思います。よろ

しくお願いします。  

統括指導主事（加藤）  今お話ありましたように、やはり初めて学校に

入る方でもありますし、学校というのがどういう場で、どういったと

ころに注意しなければならないかというのは、まず大学 の方でも十分

にご指導くださいというのは担当の方にはお話をしてあります。  

加えて、一番最初にやはり学校で受け入れていくに当たっても、その

中でやはり今後、我々といいますか、一緒に子どもたちを育てていく立

場になってくれる人材ですので、そういった意味でもきちんと話をしな

がら進めていきたいと考えています。 
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庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

大川委員  このインターンシップというのは、今、大学生相手に民間の

会社なんかも就職活動の前提として行っているところも たくさんある

と思いますし、実際、私の法律事務所でもロースクールの学生さんを

受け入れて、養成をやっていたこともありました。  

その中で、一つは、その後、教職に進む人をどんどん作ってほしいと

いうのが、区にとってのメリットだと思いますので、どれぐらいの方が

実際教職を選んでくれたかなとか、今、４年生、３年生になってどうし

ているのかなとアフターフォローも是非していただきたいと思います。  

それから、若干インターンシップで問題になるのは、学生さんが来て

くれるのを、一つの労働力的に捉えてしまうことがあるのですね。それ

はものすごい悪評が一瞬で広がりますので、それぞれの学校に対しても

そのような誤解を生むことがないように、きちんと注意するようにお伝

えいただければと思います。よろしくお願いします。  

統括指導主事（加藤）  各学校でどうしても足りない部分を補ってくれ

るそういった人材として考えている部分は 、ないとは言い切れないと

考えています。ただ、その中でもやはり今後一緒に教職について 、や

はり教員として子どもたちと一緒に学校生活を送っていく子どもたち

を育成していく、そういった人材として先を見て進めてい きましょう

ということを各学校の校長にも伝えていますので 、そこの部分につき

ましては、再度 学生を受け入れるに当たって考えていただきたいとい

うことを伝えていければと考えています。 

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

それでは、以上で報告事項３番についての質疑は終了いたします。  

続きまして、報告事項の４番「校内別室指導支援員配置事業及び高井

戸チャレンジクラス（ T C C）の実施状況」につきまして、教育相談担当

課長からご説明申し上げます。  

教育相談担当課長  私からは「校内別室指導支援員配置事業及び高井戸

チャレンジクラス（T C C）の実施状況について」、ご報告いたします。  

 まず、校内別室指導支援員配置事業です。  

事業概要については、資料をお読みください。  

利用実績ですが、２学期末時点で 4 3 5 人の児童・生徒が利用しまし

た。１日あたりの利用者としては、２から４名の学校が多いことが分か
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りました。  

成果としては、校内別室に通室していた児童・生徒のうち、小学生が

8 6 人、中学生が 1 0 人、学級に復帰いたしました。また、学校になじ

みにくい児童・生徒の居場所となっている、児童・生徒が登校できるよ

うになったといった声が学校から届いております。  

校内別室指導支援の人材確保については、その確保が難しいといった

声がありました。 

教育委員会としましては、今後、支援員の募集、登録を行い、支援員

が集まらない学校に対して紹介するなどして、支援の充実を行う予定で

す。 

次に、資料の裏面、高井戸チャレンジクラスの実施状況についてご報

告します。 

事業概要は資料をお読みください。  

現在の在籍生徒数は８名で、年度当初３名から５名増えました。内訳

については資料のとおりです。  

 入級希望状況ですが、これまで見学した児童・生徒８名、体験入級者

は、現在体験中の小学生も含め５名となっています。  

 今後のスケジュールはお示ししたとおりです。  

 高井戸チャレンジクラスの成果としては、一人ひとりの実態を適切に

把握した上で指導・支援に当たることで、登校できる生徒が増加した、

生徒に寄り添った指導・支援により、生徒が目標とする進路決定につな

がった等が挙げられます。  

 課題としては、体験入級後、入級審査を経て入級したが、継続した登

校につながっていない生徒への支援方法、個別対応が多く、教員の負担

が増加している等が挙げられます。  

 今後ですが、令和７年度より文部科学省の研究開発学校として、生徒

の実態に配慮した支援を行うための教育課程について研究を進めていく

予定です。 

 私からの報告は以上です。  

庶務課長  ただいまの報告内容につきまして、何かご意見、ご質問あり

ましたらお願いをいたします。いかがでしょうか。  

前田委員  ありがとうございます。ちょっと改めてお聞きしたい のです

けれども、校内別室指導 教室というのは、どういう目的を持った教室
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と捉えたらいいのかという ところな のですけれども、今、学級に復帰

できた人数というのがある のですが、これを目標にしているのか、ま

たは、子どもたちの居場所としてここに通ってくることを目標として

いるのか、何かそこら辺の捉え方を教えてください。  

教育相談担当課長  基本的には教室に通えない子たちが安心していられ

る居場所というところを目的としています。その結果 、教室に復帰で

きた子もいたよという結果になっておりますので、強制して教室に戻

すということは目的としておりません。  

前田委員  ありがとうございます。多分 そこは校内別室というのが 、ど

ういう場所であることを目指しているのか というのは、各校のそれを

やっている方たちと共有していくのがすごく大事だと思っていて、や

はり復帰を目的にする ことの弊害が、今いろいろ社会でも言われてい

るところで、またこういう数字が出てくると、「あっ、ここを目標とし

ているのだな」と 私なんかも捉えて、ちょっと古いのかなと思いなが

ら見てしまったところもあるので、 是非子どもたちが教室に は難しく

てもここになら 自分たちらしくいられるということが目標であるので

あれば、そこはもう是非皆さんで共有しながら、そこを目標に置くと

いうことを明確化してほしいと思います。  

もう一つが、この（４）の課題のところでもあるのですけれども、ボ

ランティアの支援者がいないということなのですが、これは例えば、別

室教室が学習を支援する場所なのか、または、安心していられる場所な

のかというものによって、ボランティアの人に求めるものが異なってく

ると思うのですけど、今のお話だと、子どもたちが安心していられると

いうことであれば、本当にそういう場所を運営できる方がいればいいと

いう話になりますし、いやいや、例えば高井戸チャレンジクラスの話に

もありましたけれども、進路とかも含めて、クラスにいられないからこ

の教室でちゃんと勉強ができるということを目的とするのであれば、そ

ういう方を集めなければいけないと思っているのですが、学習に関して

は、この別室教室はどのように捉えているのでしょうか。  

教育相談担当課長  基本的に今 、募集している、お願いしているボラン

ティアの方には、学習指導についてはお願いしておらず、見守りとい

うところでお願いしているところです。ただ、学習支援というところ

も今後必要になってくると考えますので、また 学校と相談して、オン
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ラインとかもできる一つの手だてかなと思うので、そういったところ

も含めて、今後検討していきたいなと考えております。  

前田委員  今のオンラインというのは別室にオンラインでつないでもら

って、学習支援をしてくれる方を募集するとかそういう感じですか。  

教育相談担当課長  すみません、教室の 授業を配信したりすることで、

学習に参加できるかなと考えております。  

前田委員  ありがとうございます。確かにほかの学校でもそういう例が

ありまして、別室で学校のクラスの授業を見て、やはりあそこの場所

には行くのは難しいけれども 、外ならできる というケースもあると思

うので。それができると、本当に例えば 、ちょっと今日は体調が悪く

て学校に行けないけど、授業についていきたいという子どもたち のニ

ーズにも応えることができると思いますの で、是非そこに関しては、

別枠かもしれませんけれども 、チャレンジしてほしいなと思うところ

です。 

もう１点が、この高井戸チャレンジクラスなのですけれども、課題と

いうのが書いていますけど、これは是非来ている子どもたちに、どうい

うことがあったらいいかとか、そういうアンケートを取っていただきた

いなと思っているのですが、それは取ったことありますか。  

教育相談担当課長  アンケートについては、今、取っていません。  

この継続した登校につながっていない生徒というのが、グループが出

来てしまっている中で、うまくやり取りできなくて、自分の居場所とい

うか、いづらさを感じてしまって通えなくなってしまっている生徒がい

るという報告を受けています。  

前田委員  ありがとうございます。 そういう子がいるというのは、この

間も見学させていただいた 時にお伺いはした のですけれども、 是非こ

の成果のところにも進路決定につながった とありますけど、お子さん

たちの中で、「こういうことがよかった」、「こういうことが達成できた

らいい」という声も伺うと、またよりよい場所になって、こういうと

ころなら来てみたいなという お子さんたちも増えてくるかと思うので、

是非今、通っている方たちの声というのを拾い上げ て次の施策につな

げてほしいと思っています。  

教育相談担当課長  学校とも相談して進めていけたら なと考えておりま

す。 
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庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

伊井委員  以前にもどこかの時点でお話 ししたかもしれませんが、この

校内別室指導支援に関しては、結構学校支援 本部に行くケースが多く

て、人探しに関してですね。 設置の目的や、こういうことをやってく

ださいという あたりの説明であったり、あと、お子さん の情報の共有

とか、そういったのも学校か らの説明を十分にしていただいて、結構

いろいろなことをお聞きするので、そこはちょっともう一度 強化して

いただけたらいいのかなと思います。  

あと、今回、こうやって人がなかなか探せないというところに区がバ

ックアップしてくださるのは、本当に助かるのかなと思いますので、是

非前向きに更にご支援いただけるといいのかなと思います。よろしくお

願いいたします。  

それから、高井戸チャレンジクラスの教員の方々のご負担というとこ

ろがございましたけれども、そこはちょっと気にかかるので、是非支え

ていっていただけたらいいのと、あと、人的配置について、取組が少し

強化されるようですので、その辺りも含めてご検討いただければいいな

と思います。よろしくお願いいたします。  

教育相談担当課長  高井戸チャレンジクラスの教員の方の負担に関して

は、学校と相談して具体的に何かできること、改善できることがある

かどうか確認して 、私たちも手伝えることを探っていきたいと思いま

す。 

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

大川委員  やはり私も人が足りないというところが気になりまして、現

状、ボランティアを頼っているという前提な のですけれども、これは

杉並区とかまた 都とか国として 、これを有償の職員なりで賄おうとい

う中期的とか長期的な計画ってあるのでしょうか。 

今、いろいろなところで人材不足になって、飲食店とか介護の現場な

んかも、それが原因で事業が継続できないというところがものすごく出

てきているので、そうするとボランティアに頼っているだけだと、継続

性はないのかしらと心配なのですけれども、どうなのでしょうか。  

教育相談担当課長  会計年度任用職員等 、そういった職員を配置する と

いうところも一応検討はしているところな のですけど、やはり今現在、

ボランティア募集 の方が逆にフレキシブルに入れる方がいるのではな
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いかということで 、一応そういう形で進めている のですが、ちょっと

今回、募集を するというところで、こちらはどれくらい集まるかで、

また今後の策を練っていく必要があるのかなと考えています。  

大川委員  ありがとうございます。やはり ボランティアというのだと 、

なかなかもう地域も周辺も限界に来ているような気がする のですよね。

是非積極的に職員採用とかを考えていただければと思います。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

對馬委員  高井戸チャレンジクラスは、私ども も視察をさせていただい

たのですけれども、その 時に先生がおっしゃっていたのが 、例えば修

学旅行に行くか行かないかとか、行くとした 時にどういうグループに

入れるかとか、そういうことを多分この「一人ひとりに寄り添った指

導・支援によって」というのは、本当はここに来るお子さんだけ では

なくてみんなが希望していることだと思うのですよね。１クラス 3 5 人

学級なら 3 5 人全員が一人ひとりに寄り添ってほしいと思っていて、本

当はそっちで我慢して何とか周りとうまくやっていこうとしている子

もたくさんいると思うので、その子たちから見た 時に、こ のチャレン

ジクラスの子たちだけ 「ずるいんじゃない 」と思われるのも困るし 、

ということを先生がおっしゃっていたのが私はすごく印象に残ってい

まして、やはりその 3 5 人の学級の中にいる子からしたら、あの子たち

のことだけすごく聞いてもらって、あの子たちだけ好きな 子とグルー

プを組んでずるいなと思うのもあるかなと思いますので、その辺もこ

の先の課題といいますか、やはり そこの子たちだけが うまくいかない

んじゃなくて 、ほかの子たちも頑張ってうまくいかそうとしている子

たちもたくさんいるので、そちら の方の支援というか、目配り、心配

りをこの先もしていっていただけたらなと思います。  

教育相談担当課長  今、おっしゃられた ように、やはり高井戸チャレン

ジクラスの子たちは手厚くしているところもあるので、 ほかの子たち

に対しても学級担任と、あと、高井戸チャレンジクラスの担任ともう

まく連携を取りながら見ていけるようなシステムを構築できるように、

学校の方を支援していきたいなと思います。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

それでは、以上で報告事項の４番についての質疑は終了いたします。  

続きまして、報告事項の５番「中央図書館サービス業務受託候補者の
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選定結果について」、中央図書館長から説明申し上げます。  

中央図書館長  中央図書館における図書 館サービス業務委託の長期継続

契約の期間が今年度末で終了いたしますので、改めて次期受託者候補

者を選定いたしましたので、ご報告いたします。  

資料記載のとおり、公募型プロポーザル方式により募集しましたとこ

ろ、１事業者から応募がございました。それを受けまして、杉並区プロ

ポーザル選定委員会条例に基づき設置した５名の委員からなる選定委員

会で審査を行い、株式会社図書館流通センター杉並営業所を受託者候補

者として選定したものでございます。  

この事業者につきましては、現在中央図書館の図書館サービス業務を

受託している事業者でもございます。  

選定経過でございますけれども、 1 0 月に選定委員会を設置いたしま

して、1 1 月に公募し、 1 2 月に第一次審査、１月に第二次審査を行った

ものです。 

別紙をご覧ください。  

第一次審査、第二次審査ともに、得点割合が 6 0％を超えまして、一

次、二次審査の合計の割合につきましても 7 3 . 1％となってございます

ので、この結果をもって、この事業者を受託者候補者として選定したも

のでございます。  

次期長期継続契約による委託期間は、記載のとおり令和 1 2 年３月ま

での５年間になります。  

今後の主なスケジュールですが、委託契約を締結いたしまして、令和

７年４月から改めて次期受託事業者として業務を行うことになります。  

説明は以上になります。  

庶務課長  ただいまの説明内容につきまして、何かご質問、ご確認あり

ましたらお願いいたします。  

對馬委員  こういう公募をしてこうなりましたというのが時々図書館に

限らずいろいろ私たちは拝見する のですけれども、１事業者 のみの 応

募というのは結構珍しいかな。大体２社、３社、Ａ社、Ｂ社、Ｃ社 み

たいなのがある資料を見せてもらったことが多いかと思う のですけど、

今回１事業者しか 応募がなかったというのは、あまり魅力的な案件だ

と思われなかったのかなという気もしてしまう のですが、そこは何か

こんな課題がありますとかいうのはありますか。 
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中央図書館長  実は中央図書館は前に８館を３グループに分けて選定し

たものに 、実は１グループに１つずつの事業者 だったということで、

それが結果的には同じような状況だった のですけれども、やはりこ れ

は、近年、指定管理者とか委託が進んで きて、いろいろな地区でやは

り同じような 時期に選定することがあ るので、やはり体力がないとこ

ろはなかなか応募しにくいところがあります。 

あと、これから更にサービスを向上させていくためには、競争の原理

も必要かと思いますので、どのようにしていろいろな事業者の方に参画

してもらおうかというのを考えなければいけない時期にきていますので、

それは今後いろいろ考えていきたいところでございます。  

對馬委員  ありがとうございます。 やはり競争の原理 では ないですけれ

ども、幾つか 入れたほうがお互いに切磋琢磨するのかなというイメー

ジがありますので、是非魅力的な案件だと 思ってもらえるよう になる

といいなと思います。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

それでは、報告事項の５番につきましては、以上で質疑を終了いたし

ます。 

続きまして、報告事項の６番「杉並区特別支援教育推進計画の改定

（案）」につきまして、特別支援教育課長からご説明を申し上げます。  

特別支援教育課長  「杉並区特別支援教育推進計画の改定（案）につい

て」、ご報告をいたします。  

  来年度、令和７年度を始期としますこの計画につきまして、この間、

校長などで構成する特別支援教育推進委員会と様々改定の検討を進めて

きましたけれども、今回計画（案）を取りまとめましたので、今後の改

定に向けての取組についてご説明いたします。  

  今回の計画の改定に当たっては、そういう検討に加えて、記載の外部

有識者を招へいしまして、特別支援教育に関する国の最新の動向ですと

か、多くの助言を頂きながら進めてまいりました。  

  また、インクルーシブ教育を一層推進するためには、保護者ですとか

地域の理解、協力が不可欠ということで、この計画（案）につきまして

は、今後 P T A ですとか障害者団体等に意見聴取などをしながら、計画

（案）をまとめていきたいと考えております。  

  計画の位置づけについては記載のとおりということで、上位計画と整
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合性を図りつつ改定を進めてまいります。  

  計画期間につきましては、７年度から９年度までの３か年ということ。

ただ、今後の社会情勢等の変化に応じて見直しを行ってまいります。 

  計画の概要等につきましては、概要版、それから計画（案）に記載し

ておりますけれども、見やすいのが別紙２、計画（案）の 2 4、 2 5 ペー

ジのところに「計画の基本的事項」というところがございます。左側に

「計画の理念」という記載がございます。今の計画の理念、こちらを継

承しつつ、記載の理念を次期計画の理念ということでお示ししておりま

す。 

  その次に「施策の視点」ということで、３つの視点を記載しておりま

す。それぞれについて、この３年間、特に重点的に取り組みたいところ、

そのような取組につきましては、それぞれⅠ、Ⅱ、Ⅲの下の囲みのとこ

ろに記載をしております。  

  本文に戻りまして、最後、今後のスケジュールですけれども、今後、

こちらの計画（案）につきましては、文教委員会に報告の上、先ほども

冒頭触れました団体等への意見聴取などを経て、最終的に計画を決定後、

報告、計画公表とそういう形で進めてまいりたいと存じます。  

  私からの説明は以上です。  

庶務課長  ただいまの説明内容につきまして、何かご質問ありましたら

お願いをいたします。いかがでしょうか。  

大川委員  ３点ほど。  

１点目が、表になっている第５章の「計画の推進に向けて」とあって、

杉並区特別支援教育推進委員会というのを設置して実現していくという

ことが書いてありますけれども、これは教育委員会が委嘱するような、

設置するような位置づけなのか、どんな人が構成員となることを考えて

いるのかを教えてほしいのが１点。あとは、施策の視点として、「切れ

目ない支援」というのが取組方針５でありますけれども、もうちょっと

具体的にどんなことを想定されているのかが分かりづらいので、分かる

範囲で、こんなのだったらいいなという２点、教えてほしいのですが、

例えば学校とかに行く時、帰る時、学校の中のことが結構書いてあると

思うのですけど、行き帰りというのが結構大きなハードルにもなると思

うのですよね。それはこの計画の中では、行き帰りのサポートとかは位

置づけられているのか、いるとしたらどういったあたりなのかというと
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ころ。  

それから、この前、小学校の P T A の方とお話しした時に、障害を持

った子たち、または支援が必要な子たちが、今度は学童の居場所になっ

た時に、学童の先生はなかなか専門的な知識がなかったりするので、学

校の教室にいる時と、学童にいる時との落差がとても激しいという悩み

も聞きました。そういった学校の教室内のことに限らず、学童とかも含

めたところは、この計画の中でどこに位置づけていらっしゃるのかとい

うのを教えてください。  

特別支援教育課長  今、委員から３点ご意見がございました。  

  まず、１つ目の特別支援教育推進委員会ですけれども、こちらの方は

既に現在要綱で設置しておりまして、主に特別支援教育に関係している

学校側の校長先生とか、済美教育センターの統括指導主事の方ですとか、

そういう方々などに入っていただきまして、この特別支援教育推進計画

のこういう取組はどうだったのかとか、そういう点検・評価ですとか、

あるいは、今後、まさに今回計画を策定した際、その委員会からもご意

見を頂いたのですけれども、そのようなことですとか、ということをや

るところを主な目的としておりますので、来年度以降もこの委員会を活

用して、そして、この計画（案）がどれぐらい進んだのかとか、そうい

うところなどをきちんと点検していく、そんな形で考えております。 

  この第５章の切れ目のない支援、確かにちょっと分かりにくくて恐縮

なのですけれども、二つの考え方で作っています。一つは、就学前から

小学校・中学校・高校と段階が上がっていくと、そこのところもきちん

と、そこが途中で切れることなく、きちんと次へつなげていくと、そう

いう意味での切れ目のない支援という意味が一つ。それから、学校生活

だけではなくて、例えば今、委員からもありました放課後のことですと

か、そのようなところなど、少し学校と関わるといいますか、周辺の部

分なども含めて、福祉の分野ですとか保健の分野ですとか、先ほどの学

童の分野とか、そういうところともきちんと連携していくと、そういう

意味での切れ目のない支援、そういう二つの意味で考えております。  

  先ほどの学童の関わりというところで、ちょっと文章の書き方が薄い

ところがあるのですが、 4 2 ページのところで、（１）の①ですね。福祉

部門などの関係機関との連携の推進で、丸が５つありますけれども、３

つ目の丸のところところで、様々な学齢期の発達支援事業とか、様々な
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支援がありますので、そういうところを利用している児童・生徒の在籍

する学校と事業者等が連携をしながら、そういう形で支援できればと、

そういう書き方で今回は記載しているところでございます。 

大川委員  どうもありがとうございます。この 4 2 ページのところを見て

分かってきました。具体的にこういうの を検討していますよというが

もっとあるといいと思いますので、引き続きよろしくお願いします。  

特別支援教育課長  ありがとうございます。もう少しちゃんと見えるよ

うな形で、概要とかも 作れればと考えておりますので、ありがとうご

ざいます。 

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

伊井委員  ちょっと細かいことになってしまうのですけれども、 4 4 ペー

ジのキャリア・パスポートと いうことが 書いてありますが、これはど

のような形で作成されて、 そして引き継いでいかれたり、共有してい

ただけるのかというのが１点と、 もう一つ、この先にどのようにつな

げていく 、この先というのは、中学校で特別支援教育が充実している

部分もあると思いますし、本当に理解も進んでいるなというのは小学

校・中学校の保護者の方とお話 ししていても、あと本当にそういうお

子さんを 持っている方々とお話 ししても、周りの理解は進んでいるな

と思うのですが、その先、それぞれのお 家で、やはり自分 のお子さん

の未来に向けて、どのように杉並区としてはつないでいこうと目指す

ところがおありになるのか、現段階のご意向で結構ですので お聞かせ

願えたらと思います。よろしくお願いいたします。  

統括指導主事（加藤）  まず、キャリア・パスポート についてです。こ

ちらは東京都内の公立の小学校・中学校・高等学校、そして特別支援

学校で活用されていると欄外にも記載がありますが、様々なタイミン

グの中で、子どもたちが学んだ学習内容ですとか、日常生活の行事の

ことですとかそういったものを 、細かく欄 の取り決めがあるわけでは

なく、ざっくりとした内容の中で それを書きためていって 、だんだん

発達段階、年齢が上がっていくにつれて、小学校から中学校 、そして

これは高等学校にも引き継ぐ形で作成はされていますが、では、全生

徒が進学した 、通常の学級の生徒が高等学校にこれを持っていってい

るかというと、やはり高等学校 の方で声をかけてくれたり、中学校 の

方で相当「持っていくように」と指導しないと、なかなか中と高の間
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の接続というのは、このキャリア・パスポートだけを考えてもうまく

進んでいないような、そういった現状 が中にはあります。学校によっ

てはもう小と中の接続の中でこれを上手に使ってということで取り組

んでいる学校も区内にございます。  

伊井委員  ありがとうございます。そういうものがあるというのを 、恥

ずかしい のですけど存じ上げなかったので、子どもが組み立てという

か積み重ねているということな のですね。すご く貴重だなと思うので 、

そこに保護者の方々、先生方がどのように関わっているのか、ちょっ

と興味がある ところです が、今後、いい形でつながっていくといいな

と思います。どうぞよろしくお願いします。ご苦労はあると思います

がお願いいたします。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

對馬委員  先ほどの時にも話が出ましたけれども、やはり人材が、ちょ

っと人数が足りないのかな、支援してあげる方の大人の人数がちょっ

と足りないのかなというのを 、学校に行っていても思うことがありま

して、今のようなキャリア・パスポートというのは、支援の必要な子

が持って いく手帳もありますよね、本当は引き継いでいくべき なので

すが、恐らくそれが幼稚園、保育園から来ていなかったかもしれない

支援が必要な子が３人ぐらいいる 小学校１年生のクラスで、支援員の

先生の方は１人いらっしゃる のですけれども 、１人飛び出し てついて

行ってしま うと、教室の中の あとの ２人はもうじっとしていられない。

するとほかの子 たちも一緒になって ざわざわ しまう みたいな、割と最

近もそういうクラスも見ました。大変だなと思ったのです。 

一人ひとりに支援員がつくのは難しいかもしれないですが、やはり先

ほども出ましたけれども支援員が足りないという状況だと、本当にいろ

いろな意味での負担が増えてしまう、校長先生も副校長先生もそのクラ

スを出たり入ったりするような状況でしたので、まず人が足りないとい

うところをなるべく解消していってもらいたいということが一つと、そ

れから、この間、小学校の P T A の方と話した時にも、「先生たちもあま

り専門じゃない人がいますよね」みたいな感じの発言が出たのですが、

もちろん大学でそれを専門に学ばれた方とそうではない方、先生がいら

っしゃいますよと。でも１回、特別支援学校であったり学級の担任をす

ることですごく成長して、対応がものすごくよくなって戻ってくると、
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分かりやすくその子たちにどう対応したらいいかを学んで、また通常学

級の担任になられる先生もいらっしゃるので、非常に私はいいことだと

思いますとお答えしたのですが、ここにも出ていますけれども、やはり

その担当だけではなく、もう学校に関わるみんなが、例えばＣＳとか学

校支援本部とかそういう人たちも含めて、保護者とかも含めてみんなが

どういうことにちょっと気をつけたらその子たちに分かりやすいのか、

その子たちがストレスを感じずに暮らすことができるのか。例えばあま

りべたべた貼らない、だけど見える化するとか、そういうところは、こ

ういうのが必要だからこういう工夫をしているのですよみたいなことを、

いろいろな時に発信していっていただけるとありがたいのかなと感じま

す。よろしくお願いします。  

特別支援教育課長  ありがとうございます。まず、人の確保というとこ

ろで、この間も 、 例えば通常学級支援員などにつきましては、 実行計

画等で増やして していくということで、計画 しています。ただ、確か

になかなか地域 での人材確保というところもあるということで、今回

のこの計画の中の 3 8 ページのところに、例えばですけれども、通常学

級支援員の配置 ・ 拡充ということで、増員を図るということの記載と

ともに、より働いてもらいやすい環境づくりということで、この間、

例えば通年での募集をしたり とか、来年度から少し勤務の時間とか 休

みとか、少しでも働きやすい形で募集をしたりとか、そういうような

こと、いろいろ工夫をしながら取り組んでいきたいと、この３年間、

そういう形で取り組むことによって 、少しでも多くの人員を 、人材を

確保できればと。 

また、ボランティアの配置とかも、なかなかボランティアだと応募が

というところもあったりとか、あと、なかなか学生さんも今、集まりに

くいというところで、この間もボランティアの講座とか様々やっていま

すけれども、ボランティアの在り方とか、そういうことなどをこの３年

の中で取り組みつつ、どのように人材を確保していくか、ここは考えて

いきたいと思っております。  

それから、今回、計画の中にそれぞれ記載していますけれども、教員

の皆さんの専門性の向上、今、国のデータでもありますように、通常の

学級でも支援の必要な児童・生徒がいるのはある意味当たり前と捉えて、

先生なり皆さんが別に特別支援の学級ではないですけれども、そういう
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知識とか、そういうところは常に共有し、アップデートしていくという

ことはやはり必要だと思っています。  

１回やればいいかというと、当然人は毎年度代わりますので、やはり

そういうところはきちんとできる、そんな環境を進めていきたいと思い

ますし、やはりこういう支援をしていくために地域の協力とか、そうい

うところも必要ですので、地域ですとか、保護者ですとか 、そういう

方々への啓発ですとか、そういうことにも取り組んでいければと、その

ように考えています。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。  

前田委員  先ほどの別室とも共通するところではある のですけれども、

このインクルーシブ教育という言葉が出てきていますけど、杉並区が

考えるインクルーシブ教育 は何だろうというのが私自身ちょっと読ん

でいてもよく分からなくなってしまいまして、例えば戸田市なんかは

本当にそこら辺が先進的で 、いわば別室があるかないかという ような

話ではなくて、 誰ひとり取り残されない教育を実現していくという大

きなモデルがあります が、あの下に特別支援というのを捉え、通常教

育も捉え、全部を含め てインクルーシブと 捉えている 思う のですけれ

ども、何かそこら辺が杉並区としてどのような方向で いこうとしてい

るのかというのが、保護者視点としても ちょっと分かりにくいなと思

っています。そこに是非チャレンジしていただきたいなというのが期

待としてあります。  

杉並区が考えるインクルーシブ教育はこういう感じだよというのが絵

とかで表せると、やはり保護者としても「あっ、こういうところに私た

ちはいるのだな」とか、「保護者としてこういうところに関わっていき

たいな」というのが見えるので。なかなかこの紙でそれが描けるかとい

うと難しいなと思っているので、これが教育委員会だけの力でできるわ

けではないと思っているので、いろいろな力を借りながら、本当に皆さ

んがイメージできるようなものに是非ブラッシュアップしていただきた

いなというのが、一つのリクエストです。  

あと、先ほどの 4 2 ページの少し細かい話になりますけれども、この

切れ目のない支援という言葉はすごく重いと思っていまして、というの

は下から上に上がっていく、もちろん情報を連携していくというのがま

ず一つ切れ目ないだと思うのですけど、逆に育った子どもたちを見て、
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じゃあ、もうちょっと小学校の段階でどういうことをしなければいけな

いのかと、ぐるぐる回る話なのかなと思っています。やはり連携といっ

た時に、ただ情報を渡せばいいという話ではないなと思っています。  

では、どうやってこれを切れ目のない支援というのを実現するのか、

これ一つ取ってもすごく大きな話だなと思っています。関係する人たち

がある子どもを見た時に、その子どもをどのように支えているかという

のをきちんとログとして残し、どうなったかというのを後で追っていけ

るような、いわゆる情報蓄積ができないといけないのかなと、これを見

ながら思っていました。  

これに関して、何かイメージしているもの、いわゆる情報それぞれが、

例えば学校とさっきの学童が情報連携するというのは多分難しいという

か、ただ口頭で話せばいいという話でもないと思いますし、それこそ先

ほど高校と情報連携というのも、どうやってやるのだろうと聞きながら

思っていて、どういうことをイメージ、今、時点されていますか。  

特別支援教育課長  ありがとうございます。まずインクルーシブ教育に

ついてということで、この間もいろいろな機会でご質問された 時にお

答えしている のですけれども、先ほども申しましたように 、当然のよ

うに支援の必要な お子さんが通常の学級にいますと。そういう中で、

障害のある子もない子も可能な限り同じ環境で学べる、そんな環境を

作っていく、これはまず原則としつつも、当然その 障害の状況ですと

かに応じて、やはり個 々で対応したりとか、やはりそういうところも

必要になっていくところがありますので、その バランスといいますか、

そういうところをきちんと構築していくことによって、いわゆる誰ひ

とり取り残さない環境ができるのかなと、そのように思っています。  

そういう意味において、今回の計画においても、単にインクルーシブ

ということで、通常の学級を見に行ってというだけではなくて、学級の

整備検討とかそういうことも含めて、もう１回この計画の中に入れてい

るところです。  

連携というところでは、今、こども家庭庁とかでも福祉と教育の連携

とかそういうことで、可能な限りそういういろいろな機関と顔が見える

関係を作って、そういう情報交換をすると、そういうところが一つ例示

としてあるのですけれども、確かにこのあたりのところというのが、ま

だ私たちもどのようにしていこうかというのが正直なところ悩ましいと
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ころもありまして、そこはまたそういう関係機関とも協力しながら、そ

の形もつくるというところも含めて、次の３年間で取り組んでいきたい

と思います。 

一つ戻りますけれども、確かに今回この計画を作っていて、先ほどご

説明したようなインクルーシブ教育のそういう姿とか、なかなか絵を入

れられなかったというのもあるのですけど、少しそんなのが分かりやす

いような、先ほど他の委員にもお話しましたけれども、そういう分かり

やすい版ではないですが、そんなものを作っていけたらと思っておりま

す。ありがとうございます。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

それでは、報告事項６番についての質疑は終了いたします。  

教育長  それでは、冒頭に決定いたしましたとおり、ここからは非公開

で審議をさせていただきます。  

その前に、庶務課長、連絡事項がございましたらどうぞ。  

庶務課長  次回の教育委員会定例会につきましては、区議会のスケジュ

ールの関係から日程を変更させていただき、２月 2 1 日金曜日、午前

1 0 時からを予定しております。どうぞよろしくお願いいたします。  

以上でございます。  

教育長  それでは、改めて 議案の審議を行います。庶務課長、お願いい

たします。 

庶務課長 それでは、日程第１、議案第 1 1 号「杉並区幼稚園教育職員の

任免について」を上程いたします。 教育人事企画課長からご説明申し

上げます。 

教育人事企画課長  私から議案第 1 1 号「杉並区幼稚園教育職員の任免に

ついて」、ご説明をいたします。  

議案を１枚おめくりください。  

まず、退職につきましては、現在暫定再任用となっている者２名及び

普通退職３名の合計５名でございます。  

暫定再任用の２名のうち１名は暫定再任用期間の満了に伴うものでご

ざいます。もう１名は暫定再任用期間満了前の退職でございます。  

次に、採用につきましては、新規採用２名でございます。  

それぞれ退職は令和７年３月 3 1 日付け、採用は令和７年４月１日付

けでございます。  
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なお、新規採用につきましては、本日の時点で２名でございますが、

退職者分の補充を行うためには、今後新たな新規採用を追加で行うか、

臨時的任用教員の任用を行う必要がございます。今後、追加で新規採用

を行う場合には改めて議案を提出する予定でございます。  

簡単ではございますが、以上で説明を終わります。議案の朗読は省略

をさせていただきます。  

庶務課長  ただいまの説明につきまして、何かご意見、ご質問などござ

いましたらお願いをいたします。  

對馬委員  すみません、確認ですが、ということは５名いらっしゃらな

くなって２名採用という のは３人足りなくなるのではないかなと心配

したのですが、その３人 も４月１日までに人数的には補充すると理解

してよろしいでしょうか。  

教育人事企画課長  おっしゃられるとおりです。この後、 補充もしくは

臨時的任用で人数を確保する予定です。  

庶務課長 ほかにはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。  

それでは、特にその他意見がないようでございますので、教育長、議

案の採決をお願いします。  

教育長  それでは、議案の採決を行います。議案第 1 1 号につきましては、

原案のとおり可決して異議ございませんか。  

（「異議なし」の声）  

教育長 異議がございませんので、議案第 1 1 号につきましては、原案の

とおり可決といたします。  

  以上で、本日予定されておりました日程は全て終了いたしました。本

日の教育委員会を閉会いたします。  


